
２０２２年度 青雲会第５回幹事会 議事要旨 

2023.2.28 

青雲会事務局 

 

日 時 ２０２３年２月１４日（火）１８時３０分～２０時００分 

場 所 大阪大学豊中キャンパス 法学部大会議室 

出席者 １８名（幹事１７名、事務局１名） [ 懇親会は中止 ] 

 

【協議事項】 

 

１．２０２３年度総会について 

西尾会長より、資料①②に基づき７月１５日（土）に開催予定の青雲会総会につい

て実施案及び収支案の説明があり、原案どおり承認された。 

ⅰ）会場    大阪新阪急ホテル 紫の間 ほか 

ⅱ）講演講師  大阪大学 理事・副学長  三成賢次氏（２８期） 

        講演タイトル「大阪大学の現状と課題」（仮題） 

ⅲ タイムスケジュール  10 時 30 分～11 時 15 分  総会 

             11 時 20 分～12 時 20 分  講演会 

             12 時 30 分～14 時 30 分  懇親会 

ⅳ）参加費 一般 10,000 円、卒業５年内会員 4,000 円、 

学生（入会済）2,000 円、学生（未入会）1,000 円  

ｖ）参加予定人数  ６８名 

  

西尾会長より、今回は懇親会が出来る可能性が高いこと、長年据え置いていた参加

費を 1万円とすること、参加者増を期待して設定していた周年割引を廃止すること

について説明があった。 

 菅幹事より、学生の招待および二次会について質問があり、西尾会長から、学生は

なかなか来てもらえないが、参加数によっては予算を考え直すので来ていただきた

い、また二次会についてもＯＢの皆さんの協力でぜひ場を持っていただきたいとの

回答があった。西尾事務局長から、二次会を開催見込みの場合は会場予約を検討す

るとの補足説明があったのち、実施案が原案どおり承認された。 

 

 ２．２０２２年度決算見込み・事業報告について 

   西尾会長より、資料③～⑤に基づき２０２２年度決算見込み・事業報告について説 

   明があった。収入の部は、入会者が４４名となり予算を大きく下回ったが、年会費 

と運営賛助金は昨年度を上回る見込みとなり、収入総額は６５２万円となる見込み。

支出の部は、総会懇親会中止により費用が圧縮されたことや経費節減の努力により

総額６５０万円となり、全体として収支均衡となる見込みである。 

今後の課題としては入会者をいかにして増やすかということであるが、来年度は新

入生のオリエンテーションや保護者説明会での案内の場が期待されるので積極的に

勧誘していきたい。 

 



２０２２年度の行事報告について、役員・幹事のご努力により、コロナ禍にあっても

ゴルフ同好会の立ち上げなど、屋外活動を活発に行うことができた。青雲塾は屋内や

屋外で３回開催することができた。青雲会総会での大竹文雄先生の講演も好評であっ

た。若手交流会も座談会を２回開催することができた。 

 以上の説明のあと、原案どおり２０２２年度決算見込み・事業報告が承認された。 

 

３．２０２３年度予算案・事業計画について   

     西尾会長より、資料⑥⑦に基づき２０２３年度予算案および事業計画について説明が

あった。事業計画案としては、引き続き同窓生間の交流を深め、学生支援を強化する

ことに注力したい。予算案について、収入の部は、入会者増を目標にして入会 金の

予算案を引き下げることなく勧誘活動を行っていきたい。また年会費および運 営賛

助金については２０２２年度実績を維持できるものとして同額の予算とする。 支出

の部は、会報作成費については諸費用の値上がりに伴う予算増もやむなしとするが、

その他の項目は２０２２年度並みとする。 

  その結果、収入７，５４４円、支出７，５４４千円の、収支均衡予算とするとの説 

  明のあと、原案どおり２０２３年度予算案及び事業計画が承認された。 

 

４．新役員体制について 

西尾会長より資料⑧に基づき２０２３年度の新役員体制について提案がなされた。 

新会長に福田健次氏（29 期）を推薦する。 

   2 期目の副会長７名については、次期への留任をお願いし、内諾をいただいている 

との報告があった。 

本件について原案どおり承認がなされた。（規約第１１条） 

   このほかの新副会長については、福田新会長からの指名で委嘱されることとなる。 

（規約 第１２条） 

新役員の任期は２０２３年４月１日～２０２５年３月３１日の２年間。 

  

５．新幹事候補について 

西尾会長より、資料⑨に基づき新幹事候補について提案があり、２７期の篠﨑光宏 

氏が新幹事となることが承認された。 

 

【報告事項】 

 

１． ２０２２年度懸賞論文中間報告 

西尾事務局長より資料⑩に基づき２０２２年度青雲懸賞論文の経過報告があった。 

今年はＡ部門１５件・Ｂ部門１６件の合計３１件の応募があり、大学の教員による１

次審査を通過したＡ部門５件・Ｂ部門の７件の合計１２件が青雲会の審査員による２

次審査の対象となっている。最終結果発表は３月３日。 

 

２．２０２３年度青雲会会報 

西尾事務局長より、資料⑪に基づき青雲会会報の進捗状況について報告があった。 

 2023 年 4月末発行予定。 



 

３．若手交流会開催案内（３月２日） 

坂川副会長よりご自身が講師を務められる 3月 2日のオンライン座談会の告知があっ

た。学生にはメールで案内する。 

 

４．新入生への入会案内について 

西尾事務局長より、資料⑫に基づき来年度の新入生への入会案内文について報告があ

った。3月下旬に大学からの他の案内と一緒郵送する。 

 

 

最後に、年度末で退任される瀧口法学部長、赤井国際公共政策学科長よりあいさつがあった。 

  

 

《 ２０２２年度 幹事会 》   

第１回     ４月２０日（木）１８：３０～ 

 第 2 回以降  未定 


